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高知県の経済

３．知事コメントと講話
●　知事講話

最初の発表で、高知県のＧＤＰは全国第46位とお話がありました。それから空き店舗率10％以上。高知県の経済が大変だということでした。高知県の経済には、46位のものがたくさんあります。1人当りのＧＤＰ全国46位で、全国平均の７割、東京の半分しかありません。有効求人倍率も昨年までは全国第46位。今は全国がもっと悪くなっているので35位まで上がっていますが、ほとんどの場合は46位。製造品出荷額、工業の生産額は全国第46位。45位が鳥取県で、その半分しかない46位。マクロの経済仕様、いろいろな高知県の経済の大きさを示す仕様が、ほとんど46位です。昨年の秋からリーマンショックが起こり、経済は非常に厳しく、100年に１度の不況と言われています。そう言われる理由は、世界がいっぺんに不況になってしまったことです。日本は一昨年の秋頃から景気が段々下向いていました。それにこの世界的な不況が加わり、結果として、今ものすごく厳しい経済状況になっています。有効求人倍率は全国が0.44、高知県は0.37に落ち込んでいます。ただ、例えば秋田県の方にいくと0.22で、高知より落ち込みが大きい県がけっこう出てきています。高知県の場合は、どちらかと言うと県外の影響を受けにくく、これから遅れて影響が出てくることがあるので、要注意です。高知県の場合すごく問題なのは、全国の景気が良かったときでも、全然良くなれなかったことです。有効求人倍率は、平成12年頃には全国も高知県もそんなに差がありませでした。全国は平成12年から19年にかけて戦後最長といわれるくらい景気のいい時期が続いていました。しかし、高知県は全然変わることができていません。四国では、愛媛も香川も徳島も景気が良くなりました。でも高知県だけは変われなかった。ここに問題があると思います。なぜ高知県の景気が良くなれなかったのか。平成12年より前は高知県は常に全国平均の７割ぐらいで、全国がいいときには高知県も良くなって、悪いときは悪くなっていました。しかし、平成12年からついていけなくなった。今後、全国的に景気が回復し、痛みは和らぐと思いますが、全国のように力強く景気回復していくことはできないのではないかと思います。だから経済の体力を抜本的に強くする取り組みをしなければならないです。

ではなぜこのようなことになったのかお話します。皆さんが素晴しいと思ったのは、アイスチームも、パンチームも、売れて儲けることにこだわり、一生懸命やっておられる。「はりまや箸」もそうです。昨年100本売れた。だから今年は300本にする。作った、売れた、もっと作る、それをもっと作って売れたと繋がっていけば、経済は段々大きくなります。ところが、買ってくれる人が段々少なくなっています。いわゆる人口が減っています。平成17年から日本全体でも人口が減り始めています。しかも、高齢化が加わってきている。私の給料のかなりの部分は子どものために使われています。子どもはどんどん成長し、服を買わないといけない、勉強にもお金がかかります。こういう世代が一番お金を使いますが、高齢化が進んでいて、そういう世代の人数がどんどん減っています。高知県の場合は平成２年から、全国の約15年前からこういう状況に陥り始めました。さらに高知県の高齢化率は、今27.8％です。日本全体が27.8％に至るまでには、後10年かかると予想されています。人口減少は全国に先駆けること15年前、そして高齢化は全国に先駆けること10年前から始まり、高知県の経済はどんどん小さくなっていきました。たぶん皆さんの世代と私たちの世代は少し違うと思います。私は鴨田小学校で、４年生のときに学校が２つに分かれました。鴨田小学校は生徒が2000人おり、分かれてもなお高知県で一番大きい小学校でした。どんどん県営住宅などが建ち、子どもたちが増えていきました。私たちのときには生徒が多いから、私が小学校３年生の間、中庭にあるプレハブで授業を受けました。今も鴨田小学校は高知県の中で一番大きい小学校ですが、生徒数は960人です。世の中だんだん変わってきています。人口の増減はものすごくインパクトがあります。毎年名目ＧＤＰは１％か２％成長するかしないかです。先進国は好景気でもせいぜい３％くらいです。だけど、高知県の人口はピークから６％減っています。さらに高齢化も進んでいるので、年間商品販売額は平成９年から平成19年で約20％落ち込んでいます。県内の市場が小さくなってもなお、県民の皆さんの雇用と所得を維持して、暮らしを守っていくために何をしないといけないか。県外との貿易でお金を稼がないといけない。それができないと大変です。実は、愛媛や香川もすでに人口が減り始めています。県内での売り上げは伸びなくなっている。でも愛媛と香川は景気がいいときはものすごく良くなった。何が違うのか。県外とのやりとりで香川も愛媛も黒字です。徳島と高知県は赤字です。県内の小さくなっている経済からさらにお金を外に吸い取られているのが今の高知県の経済です。これを逆に変えないといけない。そのためにまず、地産地消の徹底が必要です。そして地産外商を推進していく、海外にも地産外商をしていく。すなわち輸出を目指していこうとしています。
高知の強みは大きく分ければ３つあると思います。１つは、高知は食べ物のおいしいところ全国トップクラス。リクルートが出版する旅行雑誌「じゃらん」で、全国の観光客に「旅行先に行って地元ならではのおいしい食べ物があったところはどこでしょうか。」とアンケート調査をしました。平成19年は高知県が全国第１位、平成20年は全国第２位です。かつおのたたきをはじめ、諸々のものがおいしかったという評価です。全国１位はすごいことです。私が東京で働いていた時に、高知へ帰省したら私の妻が「食べ物が、魚がおいしい。野菜もおいしい。」と言っていました。盛んに感心していたのを覚えています。結局取れる素材が良くて、食べさせ方が上手で、たぶん食べる雰囲気が楽しいんだと思います。これは全国に誇れる素晴しい文化だと思います。だから高知と言えば食。多くの県が「うちの県は食です。」と売り出そうとするけれど、高知県には客観的な根拠があります。

それから２番目は、坂本龍馬、四万十川をはじめ、素晴しい自然と歴史があることです。全国的に有名で、若い人から高齢者の方までみんなに支持される英雄が先祖にいることは素晴しい強みだと思います。これをぜひ生かしていく。来年は『龍馬伝』です。そしてよさこい祭りは全国200カ所でやっています。だけど残念なのは、よさこい祭りは北海道のお祭りだと思っている人が多いので、これをひっくり返していかないといけない。来年の『龍馬伝』の機会を生かしてやっていきたいです。経済を良くするためには、高知県に大きな工業団地をどんどん作って企業を誘致してくればいいのではないかと言われたりもします。諦めないで頑張りますが、企業は高速道路があって、新幹線があって、大きい港があって、石油化学工場が近くにあってという県に来てくれるんだと思います。
高知県はむしろ食だとか、自然とか歴史、人、食べ物、一次産業を中心としてもっと売り込んでいく。そして強みである一次産業を中心に食品加工とかの分野で進んでいこうではないか。さらには自然と歴史やお祭りを生かした観光。これを生かしていく。すなわち強みを生かすことで、経済の発展をしていきたいと思っています。

そこで、産業振興計画で力を入れようとしているのが、まず地域資源の洗い出しです。地域のいいものを見いだして、いい商品にしていく取り組み。次に商品作り、加工です。商品のブラッシュアップをしていく取り組み。これからいろいろな形でバックアップしたいと思っています。先ほど皆さんからお話があったように、試食をして、商品を作り上げていく前に試し売りをして、この商品がいけてるかどうかを試していきましたよね。それをテストマーケティングと言います。そういう形で商品のブラッシュアップをしていく。要するに「俺が作ったもんやからええもんに決まってるんで、売れるに決まっちゅう」そんなことを思っているのでは独りよがりになってしまいます。これをプロダクトアウトと言います。そういう発想でものを売ることが必要な場合もあります。地元のものでしか勝負できないのだから、地元のものを加工して売っていかざるを得ないところもあります。だけどそれに加えて消費者の目線での商品開発が必要です。試し売りをして、商品を磨き上げていく過程はぜひ必要だと思います。そこでこれは売れるとなれば、販路開拓をどんどん図っていく形でやっていけばいいと思います。特に中山間地域は高齢化が進んでいますから、試し売りをしたり、販路開拓をしたりすること自体が実際には大変だと思います。皆さんも最初にものを作ったときには、お金を払う一方で入ってこない時期がものすごく長かったでしょう。大企業や景気のいい地域だったらみんな蓄積があるから、その時間に耐えられる。しかし、高知県みたいな中小企業、しかも零細企業が多かったりして、しかも10年間くらい不況が続いていたりすると、蓄えもあまり無く、新しいことにチャレンジする、すなわち、まず借金だけできて、しばらくお金が入ってこない状態になかなか耐えられない。だから分かっていても新しいことにチャレンジできない場合が一般論ですが、多いです。なので、例えば試し売りをする場を県で構え、技術開発も支援します。そして販路開拓についても新しい地産外商公社を間もなく立ち上げますので、そこで売り込みのお手伝いをします。
H21.8.3に財団法人高知県地産外商公社が発足しました。

http://www.pref.kochi.lg.jp/chiji/sansinkeikaku.html#14
高知市にも、例えば２つのスーパーチェーンさんにお願いをして、試し売りをする場を作ってもらいます。そこでやってみて駄目だったらもっと工夫をして、商品を練り上げて、そこでうまくいけばあとは自立してやっていくという場を県としても設けたいと思います。高知県のような大変なところだと、県庁も一緒にお手伝いをする、市町村と一緒に手を組んで、民間のやる気のある皆さんのお手伝いをしていく取り組みをしていきたいと思います。
ものづくりの地産地消にはもう一つあります。一つだけ「はりまや箸」で残念だと思ったのは、高知県で作ればよかったですね。調べてみたら、高知県にはお箸を作っている業者さんはないみたいで、残念ですけど仕方がない。実は、素材は高知県産だけど、加工する時には県外ですることがものすごく多いです。「はりまや箸」はいくらで売っていますか。
生徒：お箸は 500円です。

知事：
お箸くらいだったら、小さな端材でできるので、間伐材はただみたいなものではないでしょうか。それが上手く加工すれば値段がすごく上がります。この値段が上がるところに所得が生まれて、雇用が生まれる。残念ながら高知県は加工するところを県外でやるパターンが非常に多いです。できればものづくりはできるだけ県内の人同士でやっていくことで高知県をもっと豊かにできないか、ものづくりの地産地消を進めていきたいです。

最後に、四国４県の県債収支ですが、高知県は一次産業が四国の中で一番です。しかし、食料品製造業、いわゆる食品を加工して売っていく分野は高知県だけ赤字です。高知県産の原料を一回外に出して、そこでドンと値段が上がって、そしてそれを輸入している訳です。だから、赤字になっています。今後もっと県内でものづくりの地産地消を進めていこうとしています。

最後に、産業振興計画は２つのパーツからなっています。１つは産業成長戦略です。農業、林業、水産業、商工業、観光、そして分野を越えた連携課題として、全部で311の政策を実施しようとしています。例えば地産外商戦略です。そしてもう１つ、地域の皆さんから「地域を元気にするためにぜひやってみたい」と手が挙がってきたのが、地域アクションプランです。これが県下で221事業あります。産業成長戦略は県下を統一して実施していこうとするもの、そして地域アクションプランは、それぞれの地域で地域発の独自の事業をやっていこうとするものです。
ひと言で言えば、高知県の経済は平成12年くらいから体力が弱り続けています。だからこの弱っている体力をもう一度強化しないといけません。外からお金を稼いでくる力、県外から観光客を呼んできて、県内でお金を使ってもらう力をつけないといけません。そのために商品開発からＰＲまで県庁も民間の皆さんと一緒に頑張っていきたいです。「はりまや箸」も応援したいと思っています。ぜひ頑張ってください。ありがとうございました。
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